
 
 

 

 

 

 

 

 

通　常　集　会

令和8年度(2026年度)

公益社団法人　新潟県看護協会

長  岡  支　部



 

 

 

　　　　日時：令和8年6月27日（土）

　　　　会場：長岡福祉協会本部棟　多目的ホール

開場　受付開始 （受付時間9時00分～9時20分）

オリエンテーション

開会

支部長挨拶

来賓祝辞

議長選出

議事　　

Ⅰ 令和7年度（2025年度)　活動報告

１　役員会報告

２　支部活動報告

３　各委員会活動報告

４　収支決算報告

Ⅱ 令和8年度（2026年度）　事業計画

１　支部活動計画

２　収支予算

Ⅲ 議決事項

１　第1号議案　令和8年度(2026年度)支部役員等の改選(案)について

議長解任

旧役員挨拶

新役員挨拶

閉会

役員・委員引き継ぎ会

終了

令和8年度(2026年度) 公益社団法人 新潟県看護協会 長岡支部

通常集会プログラム

12:00

1

9:30

9:00

9:20

10:30



 

 1,理事会・支部長会　報告  1,理事会・支部長会議 報告

 2,各委員会　報告  2,令和7年度（2025年度)活動報告について

 3,令和7年度(2025年度)通常集会評価  3,令和8年度(2026年度)役員について

 4,令和8年度(2026年度)通常集会について

 1,理事会・支部長会議 報告  1,令和7年度（2025年度)活動報告について

 2,各委員会　報告　  2,令和8年度(2026年度)役員について

 3,令和8年度(2026年度)通常集会について

 1,理事会・支部長会議 報告  1,理事会・支部長会議 報告

 2,各委員会　報告　  2,令和8年度(2026年度)通常集会について

 1,理事会・支部長会議 報告  1,令和8年度(2026年度)通常集会について

 2,各委員会 報告  2,令和8年度(2026年度)引継ぎ会について

 3,令和8年度(2026年度)予算案について

 4,広報誌「三尺玉第62号」について

 1,令和8年度(2026年度)通常集会について  1,令和8年度(2026年度)通常集会準備

 2,令和8年度(2026年度)通常集会冊子について

 3,各委員会　報告

 4,広報誌「三尺玉第62号」について

 2,令和8年度(2026年度)役員選出について

第9回

令和7年 11月12日(水)

Ⅰ,令和7年度(2025年度)　活動報告

1.役員会報告

令和8年 2月4日(水)第7回

令和7年 9月10日(水)第2回

令和8年 6月26日(金)

令和8年 1月14日(水)

令和7年 8月13日(水)

令和7年 10月8日(水)

第1回

第3回

令和8年 3月11日(水)第8回

令和8年 4月8日(水)

～MEMO～第6回
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 1,令和8年度(2026年度)通常集会について

第11回

第10回第4回

令和7年 12月10日(水)第5回

令和8年 5月13日(水)



 

項目 実施日

２，諸会議

2)  委員会

助産師職能 6回

看護師職能
 ⅠⅡ合同

5回

　推薦委員 1回

1回

2回

3回

3回

５，その他

４，会員
　　拡大

　　活動

３，地域
    活動
　　事業等

　公益事業

 1) 支部

　　役員会
11回

各施設で新人看護師や未加入者への入会活動

各看護学校・看護大学卒業式への祝電

新潟県看護協会長岡支部　支部長：澤中　政道　　　会員数　2836名（2026年3月19日現在）

会場・内容・参加人数（人）

１，集会 6/21

会　　場：長岡福祉協会　本部棟　多目的ホール

内　　容：令和6年度(2024年度)支部活動報告、収支決算報告

　　　　　令和7年度(2025年度)事業計画・予算承認

　　　　　新旧役員交代・引継ぎ

参加人数：45名、委任状2369名　合計2414名

理事会・支部長会議報告

各委員会活動計画・活動報告

行政との事業連携報告・協議

広報誌「三尺玉」協議発行

会計報告・予算作成

次年度以降の活動計画、役員・委員選出計画協議　等

研修会企画・運営・評価。非会員への周知。

保健師職能だより企画・発行

県央支部と合同開催。研修企画運営・実施・評価・次年度企画

中越圏域看護部長会でのPR・入会のすすめ協力依頼

研修会企画・実施・評価

広報誌「三尺玉」企画・発行

行政主催「すこやかともしびまつり」
医師会主催「第37回糖尿病を知るつどい」

実行委員会及びイベントへの参加協力

中越地域医療構想調整会議（長岡市）紙面会議1回

5回

令和8年度(2026年度)役員・委員選出協議・推薦

記念講演：「職場不適応を起こす心のメカニズムと組織としての受け入れスタンス」

「看護師による出前研修」の研修会進行役

2,支部活動報告

保健師職能 4回
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7月：長岡療育園　　10月：新潟県立精神医療センター

地域医療支援病院運営委員会（長岡中央綜合病院）紙面会議1回含む

糖尿病を知るつどい実行委員会・イベント協力（長岡市医師会）

すこやか・ともしび　まつり実行委員会・イベント協力（長岡市）



 

　　保健師職能委員会 委員会開催回数 4回

〔協議事項及び活動事項〕

1.新旧役員の交代に伴う引き継ぎ

2.活動方針・活動計画の立案

活動目的 ：1)会員相互の親睦を図り、情報交換を行い、お互いの資質の

向上に努める

2)県協会との連携を図る

3.研修会の企画・運営

研修会

日時 ：令和7年12月4日（木）

会場 ：WILLOW HOUSE

テーマ ：レジリエンスの高め方

参加者 ：24名

4.広報活動

掲載内容の検討、管内市町担当者へ掲載記事の依頼、回収

広報誌「三尺玉」への協力

5.次年度活動計画検討

4

3,各委員会活動報告



 

研修名

会　員：無料

非会員：無料

日　時

ねらい（目標）

講師等

課　題

保健師職能研修会

領　域 保健師 会場 WILLOU HOUSE 受講料

対　象

令和７年12月4日（木曜日）18：00～20：00

学習段階レベル（全て）
参加者（24名）会員数（22名）非会員数（2名）

会員相互の親睦を図り、情報交換することで、お互いの資質の向上に努める

中村経営総合研究所　中村容子氏

1,評価方法
　参加人数、グループワーク・アンケート結果
2,自己課題の達成度
　「自分強み、弱みを考えるきっかけとなった」「支援者自身の心が元気でないと
  住民を元気にできないと感じた」「これまで困難なことを乗り越えた自分の力を
  信じることができた」「疲れていた自分をねぎらって頑張ろうと思った」など、
  自分を振り返り、前向きな気持ちになれたという意見が多かった。
3,受講者の満足度
　とても満足54.5％、満足45.5％、不満0％

企画の評価

1,目標･内容
　ストレス過多な現代人の状況とストレスマネジメントの重要性、レジリエンスを
  高める方法について学んだ。研修会後の食事・交流会では世代・所属を超えて和
  気あいあいと交流を行うことができた。
2,プログラムの妥当性
　冬期で平日夜間の開催だったため、足場が悪いこと、降雪の心配などから、日
  程・開催時期の検討が必要。
3,事前準備・当日の運営など
　メールにて研修会周知、申込み受付をし、スムーズに案内ができた。

保健師業務についての学びの場と交流の場が求められている。

5

内容・方法

1,講演内容：「レジリエンスの高め方」
2,研修方法：講義聴講・グループワーク
3,ディナー交流会

結果・評価

(受講者の意見感想）



 

 

 

 

 

　　助産師職能委員会 委員会開催回数　6回

〔協議事項及び活動事項〕

1.新旧役員の交代に伴う引き継ぎ

2.活動方針・活動計画の立案

活動目的 ：1)長岡地区の地域・施設間の連携を図る

2)地域のニーズを知り、施設助産師の役割を考え、地域に貢献する

3）県協会との連携を図る

3.研修会の企画・運営

研修会

日時 ：令和7年10月20日（月）

会場 ：ハイブ長岡

テーマ ：長岡・県央支部合同　助産師職能交流会

参加者 ：23名

4.広報活動

広報誌「三尺玉」への協力

5.新潟県看護協会支部職能代表者会議出席

6.次年度活動計画検討
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研修名

日　時

講師等

結果・評価

(受講者の意見感想）

1,評価方法
  研修終了後にアンケートを回収
2,自己課題の達成度
　昨年度の交流会が好評であり要望も多かったため、今年度も交流会を実施した。
  顔の見える関係性を構築することを目的として企画しグループワークを行った。
  お互いの知識や情報の交換ができ、今後の母子支援に活かせる内容となった。
3,受講者の満足度
  満足度は「とても満足」が100％だった。意見として、「市や病院における疑問
  等を直接話しあえてよかった」「市や他施設と情報共有ができ、今後に役立てら
  れそう」「現状を知り、改善点を考えることができた」「県央・長岡だけではな
  く、県内他の地域の意見を聞けたらより良い支援につながりそう」「次年度も交
  流会の継続を希望します」等の意見があった。

企画の評価

1,目標・内容
　各グループ自由なテーマで話し合いを行うことができた。顔を合わせながら、
  各々の立場からの意見や情報の交換ができ有意義な時間を作ることができた。
2,プログラムの妥当性
　開催日時について賛成の意見が多かったが、「もう少し早い時期であれば
　事業に反映できそう」「土曜日の開催の方が出席率がよさそう」「年2回開催
　でもよい」という意見もあった。
3,事前準備・当日の運営など
  委員会に加え、メール等で情報交換や連絡を取りながら準備を進め、予定通りの
  時期に開催することができた。準備段階で役割分担も考えながら、当日の様子で
  適宜相談をして予定を変更・調整し、時間内で実施することができた。

課　題
1．研修会や交流会の参加者人数（特に施設助産師）の確保。
2．交流会開催場所の確保。
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会場領　域 助産師

　なし

　助産師職能研修会

受講料
会　員：無料
非会員：無料

対　象
　学習段階レベル（全て）
　長岡、県央地区保健師・助産師、施設助産師、開業助産師
　参加数23名（会員：17名、非会員：6名）

　令和7年10月20日（月）13：30～15：30

ハイブ長岡
会議室A・B

ねらい（目標）
1,顔の見える関係を構築できる。
2,知識や経験の共有ができる。

内容・方法

1,参加者に事前アンケート実施
2,事前アンケート結果を資料として、グループワーク実施
3,グループワーク後に、問題点、課題、解決策を発表し共有



 

 

 

 

 

看護師職能委員会 委員会開催回数 ５回

〔協議事項及び活動事項〕

1.新旧役員の交代に伴う引き継ぎ

2.活動方針・活動計画の立案

活動目的 ：1)看護師職能としての資質の向上を図る

2)働き続けられる職場改善に向けて意見集約と課題発見を行う

3.研修会の企画・運営

研修会

日時 ：令和7年11月 8日（土）　13：30～15：30

会場 ：長岡福祉協会多目的ホール

テーマ ：

：

講師 ：

参加者 ：64名

4.広報活動

広報誌「三尺玉」への協力

5.新潟県看護協会支部職能代表者会議出席

令和7年度支部職能代表者会議（看Ⅰ・看Ⅱ）

日時 ：令和7年8月27日（水）9：30～12：00

会場 ：

グループワーク ：「ハラスメントに関する自職場の現状について」

6.次年度活動計画検討
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「高齢者のACP(アドバンス・ケア・プランニング）
～その人らしい最期を迎えるための意思決定支援～」

長岡崇徳大学　老年看護学講師　多田　健一先生

看護研修センター3階大研修室



 

 

会　員：無料

非会員：無料

日　時

3,ＡＣＰを促進する看護師の関わり方について考えることができる。

講師等

課　題

受講料

対　象
協会会員施設および個人会員
応募数(65人)　参加数(64人)（うち非会員4人）

・研修案内が遅れ、締め切りまでの期間が短かった。

2,ＡＣＰの考え方を理解し、日々の高齢者へのケアに取り入れることがで

　きる。

長岡崇徳大学　老年看護学　多田　健一先生

結果・評価

(受講者の意見感
想）

内容・方法

1,講演（110分）高齢者のACP（アドバンス・ケア・プランニング）
2,質疑応答（5分）
3,アンケート（5分）
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企画の評価

1,ねらい・目標の妥当性
  アンケート結果から「満足・まあ満足」が大半を占め、目標は達成されたと
  考える。
2,講師・内容の妥当性
  高齢者のＡＣＰについては、今後診療報酬に係る重要な取組であり、自施設にて
  実践するにあたり、実践に活かせる関心の高い内容であり、妥当だったと考える
3,プログラムの妥当性
  ねらい1～3にそって丁寧にわかりやすく事例も取入れながらの講義だった。
  動画事例だとイメージしやすいため、あらかじめ90分の講演時間を超過しても
  ＤＶＤ視聴をお願いした経緯あり。実際110分の講演となったが、その結果良い
  評価へとつなげることができた。

1,評価方法
  研修会終了後にアンケート実施。評価基準：講演時期・時間・曜日・会場
　内容・テーマについて「適切（満足）・まあ適切（満足）・あまり適切（満足）
　でない・不適切（不満足）」にチェック。
2,ねらい・目標達成度・受講者の満足度等
  講演内容「満足・まあ満足」が９２％
          「今後に活かせる・まあ活かせる」が９２％ 目標達成。
3,受講者の感想等
 「わかりやすく学びが深まった」「ＡＣＰについて取組みをしているところであ
  り、職場にも今日の講演を伝えたい」「意思確認が難しい方に対するＡＣＰにつ
  いて動画で見れてわかりやすかった」「本人の意思確認が大切なのはわかるが、
  実際に行うのは大変だと思う」「施設入所者に対するＡＣＰについても知りた
  かった」など、多くの感想が寄せられた。
4,会場・運営に関して
  会場は「適切・まあ適切」が９７％。玄関に案内役を1名設置。会場までの5か所
に
  案内を掲示した。設備に関しては、「初めマイクの音が小さかった」が1名、
 「zoom参加も希望」が1名であった。機材のトラブル等無く実施できた。

研修名 看護師職能Ⅰ・Ⅱ委員会

領　域 看護師 会場

1,ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）が提唱された歴史的背景と　　

ねらい（目標）

　現状のＡＣＰ課題について考えることができる。

令和7年11月8日（土曜日）13:30～15:30

長岡福祉協会
多目的ホール



 

 

 

　　公益事業委員会 委員会開催回数　５回

〔協議事項及び活動事項〕

1.新旧役員の交代に伴う引き継ぎ

2.活動方針・活動計画の立案

活動目的：1）広報誌「三尺玉」、県ホームページの掲載を通し、会員への広報を

　　　　　　行う

　　　　　2）地域の健康活動への参加を通し、地域住民の健康と福祉の増進に寄

　　　　　　与する

3.主な業務内容

７月５日　　「第３７回糖尿病を知るつどい」への参加

９月１３日　「すこやかともしびまつり２０２５」への参加

１１月８日　「アオーレで知ろーれ糖尿病」への参加

２月　　　　　三尺玉第６２号発行

　　　　　　　　長岡支部長のあいさつ：田宮病院　澤中　政道　

　　　　　　　　各委員会活動報告

　　　　　　　　施設紹介：見附市立病院

4．次年度活動計画検討
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推薦委員会 委員会開催回数　1 回

〔協議事項及び活動事項〕

1.新旧役員の交代に伴う引き継ぎ

2.活動方針・活動計画の立案

活動目的 ：スムーズな役員・委員の選出を行う

3.次年度支部役員、委員の選出についての検討
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１，集会 長岡市 令和7年度(2025年度)事業活動・収支決算報告

長岡福祉協会 令和8年度(2026年度)事業活動計画・収支予算報告

多目的ホール 役員会・委員会引継ぎ

２，諸会議 理事会・支部長会議報告、予算編成・執行

　1)支部役員会 11 回 確認等

　2)委員会 ＜共通＞

保健師職能 6 回 各委員会活動企画・運営・評価

助産師職能 6 回 行政との事業連携

看護師職能Ⅰ 研修会企画・運営・評価

看護師職能Ⅱ 広報活動・広報誌発行

公益事業 6 回 広報誌「三尺玉」発行協議

推薦委員 2 回 令和9年度(2027年度)支部役員・委員の選出

３，研修事業等

保健師職能 1 回 　　検討中 看護職員確保対策事業研修会

助産師職能 1 回 各職能研修の内容は今後検討

看護師職能Ⅰ・Ⅱ 1 回 隣接する支部と共同開催研修検討

４，地域活動事業等 2 回 さいわいプラザ 中越地域医療構想調整会議

1 回 長岡中央綜合病院 地域医療・支援病院運営委員会

3 回 長岡医師会館 糖尿病を知るつどい実行委員会

3 回 アオーレ長岡 すこやか・ともしびまつり実行委員会

５，会員拡大活動 各施設での新入職看護師・未加入者への入会促進

大学・看護学校卒業式への祝電

1,支部活動計画

新潟県看護協会長岡支部　支部長：澤中　政道　　　会員数：　2835名（3月10日現在）

内容

）

②活動計画

Ⅱ,令和8年度(2026年度)　事業計画

①活動方針

　・支部活動・研修会を通して看護職能としての資質向上を図る

　・地域包括システムを推進し、地域住民の健康保持に貢献する

　・公益的事業を展開し、看護協会活動の啓発・普及活動に努める

　・看護職が働き続けられる環境作りを推進する
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項目 実施日 会場

6/27(土)
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役　　職　　名 職種 施　設　（任期内の所属施設）
　残任期

支部長 看 田宮病院 2

副支部長 保 　長岡地域振興局健康福祉環境部 1

書記 看 　田宮病院 1

会計責任者 看 　長岡赤十字病院 1

会計 看 悠遊健康村病院 2

保健師職能委員長 保 　長岡市役所 1

助産師職能委員長 助 長岡中央綜合病院 1

看護師職能Ⅰ委員長 看 長岡西病院 2

看護師職能Ⅱ委員長 看 　長岡保養園 1

公益事業委員長 看 三島病院 2

委員会名 職種 施　設　（任期内の所属施設）
　残任期

保 　小千谷市役所 1

保 　長岡市役所 2

助 　小千谷総合病院 2

助 　長岡赤十字病院 1

助 　立川綜合病院 2

看 　県立精神医療センター 2

看 　小千谷総合病院 1

看護師職能Ⅱ委員会 看 　長岡療育園 1

看 　吉田病院 1

看 　立川綜合病院 2

看 小千谷さくら病院 2

保 　長岡地域振興局健康福祉環境部 1

看 見附市立病院 2

看 長岡中央綜合病院 2
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令和7年度(2025年度)　役員・委員名簿

保健師職能委員会

助産師職能委員会

看護師職能Ⅰ委員会

公益事業委員会

推薦委員会
※兼務



 

 

 

 

 

 

 

職種 　　　　　施　　　　　　　設 任期（年） 重任・就任

保 長岡地域振興局健康福祉環境部 2 就任

看 小千谷総合病院 2 就任

看 立川総合病院 2 就任

保 長岡市役所 2 就任

助
小千谷総合病院

1年目委員・2年目委員長
1

(2年目)
就任

看 長岡療育園 2 就任

保健師職能委員長

助産師職能委員長

看護師職能Ⅱ委員長

Ⅲ,令和8年度(2026年度)　議決事項

1,第1号議案　令和8年度（2026年度）支部役員等の改選について

　　①任期満了となる副支部長・書記・会計・保健師職能委員長・助産師職能委員長
　　　 看護師職能Ⅱ委員長の選任

役　職　名

副支部長

書記
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会計



 
 

役職名 職種 施　　　　　　　設 任期（年）

支部長 看 　田宮病院 1

副支部長 保 　長岡地域振興局健康福祉環境部 2

書記 看 小千谷総合病院 2

会計責任者 看 　悠遊健康村病院 1

会計 看 立川綜合病院 2

保健師職能委員長 保 　長岡市役所 2

助産師職能委員長 助
小千谷綜合病院

1年目委員・2年目委員長
1

(2年目)

看護師職能Ⅰ委員長 看 　長岡西病院 1

看護師職能Ⅱ委員長 看 長岡療育園 2

公益事業委員長 看 　三島病院 1

委員会名 職種 　　　　　施　　　　　　　設 任期（年）

保 　見附市役所 2

保   長岡市役所 1

助
長岡赤十字病院

1年目委員・2年目委員長
2

助 長岡中央綜合病院 2

助 　立川綜合病院 1

看 　県立精神医療センター 1

看 長岡赤十字病院 2

看 護 師 職 能 Ⅱ委員会 看 長岡保養園 2

看 長岡中央綜合病院 2

看 　立川綜合病院 1

看 　小千谷さくら病院 1

保 　長岡地域振興局健康福祉環境部 2

看 　見附市立病院 1

看 　長岡中央綜合病院 1
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②令和8年度(2026年度)　新役員・委員名簿

保 健 師 職 能 委 員 会

助 産 師 職 能 委 員 会

公  益  事  業 委 員 会

推   薦   委   員   会
※   兼 務

看 護 師 職 能 Ⅰ委員会



 

　公益社団法人新潟県看護協会（以下「県協会」という。）が定款に規定する事業目的を

実現するため、地域に設置する組織の構成および運営について必要な事項を定める。

（名称）

第１条      組織の名称は、公益社団法人新潟県看護協会長岡支部（以下「支部」という。）

　　　という。

（組織）

第２条      管轄地域に勤務または住所を有する県協会の会員をもって組織する。

（目的）

第３条      県協会との連携のもとに、職業倫理の向上を図り、看護に関する専門的教育研修

　　　ならびに学術の研究に努めることにより、地域住民の健康と福祉の増進に寄与する

　　　ことを目的とする。

（事務所）

第４条      事務所は、支部長が所在する施設または住所に置く。

（会員管理）

第５条      会員の管理は、県協会の資料により作成される会員名簿により行う。

　　２　会員名簿は常時事務所に備え置かなければならない。

　　３　会員名簿により取得された情報は事務所で管理し、会員管理のために利用する以　　

　　　外、他に利用してはならない。併せて、個人情報保護法および県協会関係規定を遵

　　　守し管理しなければならない。

（資産）

第６条      資産は、支部会費、支部活動費、その他の収入をもって構成する。

　　２　資産の管理は支部長が行う。

　　３　資産のうち、現金の管理は金融機関を利用して行う。現金を除く資産の管理方法

　　　は集会の承認を得て別に定める。

（支部会費）

第７条      県協会から配賦される金額をもって支部会費とする。

（支部活動費）

第８条      支部における事業活動の資産とするため、会員から支部活動費を徴収することが

できる。

　　２　徴収金額は、支部活動に必要とする金額を限度として、集会で決議する。

（事業年度）

第９条      事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終了する。
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（活動）

第10条　事業計画および県協会定款に定める目的を実現するために、支部において事業

　　　　を執行し、歳入歳出を経理する。

（事業計画・予算および決算）

第11条　事業計画及び予算は支部長が作成し、県協会の承認を得なければならない。

　　２　決算は、支部資料により県協会に依頼する。

（集会）

第12条　会員で構成する集会を開催する。

　　２　集会は、通常集会と臨時集会とし、開催時期は別に定める。

　　３　集会における決議事項および報告事項は次の通りとする。

   （１）   議決事項

　ア　支部組織および役員の選任

　イ　支部運営規約の改正

　ウ　集会において発議され、動議として成立した事項

　エ　その他集会において承認が必要と認められる事項

   （２）   報告事項

　ア　事業活動

　イ　決算

　ウ　事業計画及び予算

　エ　その他集会において報告が必要と認められる事項

（集会の招集）

第13条　支部長は毎年１回通常集会を招集するほか、必要に応じ臨時集会を招集する。

　　２　通常集会は、県協会総会終了後、２ヶ月以内に開催する。但し、やむを得ない

　　　　事情があるときは支部長の決定により変更することができる。

　　３　集会を招集する場合は、集会の日時、場所、および目的たる事項を記載した　　

　　　　書面をもって、少なくとも１０日前までに会員に通知しなければならない。

（集会の定足数および決議）

第14条　集会は、会員数の１／２以上の出席（委任状を含む）をもって成立し、過半数の

　　　　同意で議決をする。可否同数の場合は、議長が決するところによる。

（集会の議長）

第15条　議長は、集会に出席した会員の中から２名以上を選出する。

（集会の議事録）

第16条　集会の議事については、県協会定款の規定に準じた議事録を作成するものとし、

　　　　あらかじめ議事録署名人２名を選出して置く。

19



 

（役員）

第17条　支部に以下の役員を置くものとし、会員の中から選出する。

    （１）   支部長　　　　　　　　　　　　　　　　　１名

    （２）   副支部長（推薦委員会委員長役兼務）　　　１名

    （３）   書記　　　　　　　　　　　　　　　　　　１名

    （４）   会計（1年目：会計　2年目：会計責任者）　２名

    （５）   保健師、助産師、看護師Ⅰ及びⅡの職能委員長　各１名

    （６）   公益事業委員の委員長　　　　　　　　　　１名

２　支部役員は会員の中から支部集会で選出する。

３　円滑な支部活動を展開するために第１項に加え、以下の役員および委員会を置く。

（１）職能及び常任委員会

ア　保健師職能委員会

イ　助産師職能委員会

ウ　看護師職能Ⅰ委員会

エ　看護師職能Ⅱ委員会

オ　公益事業委員会

カ　推薦委員会

４　会議、委員会の組織運営は、支部において別に定める。

（役員の職務）

第18条　支部長は、支部を代表し業務を総理する。

　　２　副支部長は、支部長を補佐し支部長に事故あるときまたは支部長が欠けたとき

　　　　は、支部長の職務を代理し、またはその職務を執行する。加えて書記の職務の補佐

        を行う。

　　３　会計は支部長を補佐し、会計に関する業務を分掌する。

　　４　書記は支部長を補佐し、支部運営全般に関する事務業務を分掌する。

　　５　職能委員長は支部長を補佐し、それぞれの職能に関する業務を分掌する。

　　６　委員会委員長は支部長を補佐し、それぞれの常任委員会に関する業務を分掌する。

（役員及び委員会責任者の任期）

第19条　役員及び委員会責任者の任期は、選任された通常集会終了の翌日からその翌々年

       に開催される県協会通常総会の日までとする。

　　２　役員及び委員会責任者の辞任、任期満了による場合、後任者が就任するまでの期　　　　

      間は、なお従前の役員がその職務を行う。　
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　　３　任期終了後の再任は妨げない。ただし、同一の役員に就任する場合は６年を超

　　　　えることはできない。

（費用弁償）

第20条　役員および会員が支部の業務に従事した場合は、日当および旅費を県協会旅費規

      定に基づき支給するものとする。

   （１）   日当

        ア　半日（３時間以下）　　　　　　　１，０００円

        イ　１日（半日以外）　　　　　　　　１，５００円

   （２）   旅費

           県協会の旅費規程による

   （３）   通信費

            業務のため、個人の負担で電話を利用した場合は実費を支給する。実費の額

           が不明の場合は1回当たり100円とする。

　 　２　第１項以外の講師等に費用弁償を行おうとする場合は、上記旅費規定に基づき支

給することとし、予め支部長の承認を得なければならない。

（役員会）

第21条　役員会は、役員と委員会責任者をもって組織し、会務の執行に関して必要な事項

       を決定する。

（職能委員会）

第22条　各職能委員会は保健師、助産師、看護師または准看護師の若干名をもって構成する。

　　　２　職能委員のうち保健師１名、助産師１名、看護師１名は各職能委員長となる。

　　　３　職能委員会はそれぞれ職能上の問題を審議し、支部長に進言する。

　　　４　各職能委員は、推薦委員の推薦にもとづき役員会で承認する。

（常任委員会）

第23条　推薦委員は３名、公益事業委員は若干名をもって構成する。

　　　２　常任委員会の他に、支部長が認める時は特別委員会を置くことができる。

　　　３　各常任委員会は、支部の目的達成のために必要な活動を行う。

　　　４　常任委員会の委員は、推薦委員の推薦にもとづき役員会で承認する。但し、推薦

        委員は集会において選出する。

（規約の変更）

第24条　この規約の制定および変更は、集会において決議を得た後、県協会の承認を得な

　　　　ければならない。
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　　　この規約は、平成25年6月18日改訂し、平成26年6月13日執行とする。

　　　この規約は、平成29年6月21日改定する。

　　　この規約は、平成30年6月30日改定し、執行する。

　　　この規約は、令和元年6月29日改定し、執行する。

　　　この規約は、令和2年6月27日改定し、施行する。

　　　この規約は、令和3年6月19日改定し、施行する。

　　　この規約は、令和7年6月21日改定し、施行する。
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